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者が来院された場合には、歯牙脱
臼がある場合であれば整復固定を
優先的に行なってください。骨折
に関してはその翌日に口腔外科専
門施設を受診でも問題ありません。

下顎骨骨折の治療には全身麻酔下
で外科的に整復してプレートを用
いて固定する場合と、顎間固定の
みを行う保存的治療の２種類があ
ります。骨折した骨片がズレてい
る場合には外科的に治療を行いま
す。外科的治療では微妙な咬合の
違和感が残る場合があり、その場
合は咬合調整を行います。保存的
に行う症例は骨片のズレが無い場
合と、下顎頭部骨折の場合です。
保存的治療での顎間固定期間は４
週間ですが、下顎頭部骨折では顎
間固定期間は２週間です。下顎頭
部骨折の場合は顎間固定解除後に
開口障害が出現する事が多く、そ
の場合には開口訓練を半年程度行
う事になります。

顔面の外傷による骨折で発生頻度が高いのはやはり下顎骨です。骨折時に止まらない出血が
ある場合や気道閉塞がある場合以外では緊急入院の必要ありません。先生方の医院へ外傷患

＜＜下顎骨骨折に関して＞＞

＜＜退職のお知らせ＞＞

2020年3月末をもちまして、中島章宏医長が退職いたします。
大変お世話になり、ありがとうございました。

４月から着任する歯科医師につきましては、次号の『NEWS LETTER』
にてご紹介いたします。
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